家庭礼拝　2012年3月21日　マルコ7章24－37　イエスの癒し
　賛美歌355　主をほめよ我が心　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌474　わが身の望みは
起

今日の聖書の箇所の主題は、異邦人の女の信仰です。イエス様はガリラヤを去って、異邦人の地に行きました。そこでこの女に出会うのですが、マルコによる福音書では、シリア・フェニキアの女、マタイによる福音書ではカナンの女となっています。そして実はここからのイエス様の旅は非常に不可解です。文字通りに理解すれば、イエス様は異邦人の地のフェニキア地方を旅しているのです。フェニキア地方は、ガリラヤの北方と海側一帯です。しかも、フェニキアのティルスからさらに北方のシドンへ行って、そこからガリラヤを避けるように、フェニキアを通って今度はガリラヤ湖の南側に当たるデカポリス地方を通り抜け、ガリラヤ湖の北にあるベッサイダまで行っている様なのです。この通り旅をしたとすれば、およそ8ヶ月ほどかかるそうです。ですが、この間は聖書では何も語られていない空白期間なのです。ですから、この旅の記載には何か間違いがあるのではないだろうか、デカポリスへ行ったというのは間違いではないだろうか、ティルスへ行ったとしてもシドンへ行ったというのは間違いではないだろうかという説もあります。しかも、異邦人の地を旅したのは、決して伝道目的ではないのです。むしろ、ユダヤ人たちから身を潜めるようにして旅をしているのです。もしかすると、その理由は、前回のファリサイ派や律法学者とイエス様の論争で、昔の人の言い伝えを、人間の戒めを教えとして教え、むなしく神様をあがめている、といって激しく非難したせいかもしれません。以前にも、会堂で、安息日に癒しを行ったために、パリサイ人達に殺されそうになったのですから、ありそうな話です。
今日のシリア・フェニキアの女の話は、前回の昔の人の言い伝えの話と繋がる部分があります。前回の昔の人の言い伝えの中で、イエス様は、汚れた食物といって、穢れることを避けていた食物も、それは人を穢すものではないと言って、穢れているもの穢れていないものの区別を取り除いたのです。それと同じように、今日のシリア・フェニキアの女の話はユダヤ人も異邦人もその救いに区別は無いことを言っているのです。ただ、その救いは最初はユダヤ人から、そして異邦人へと伝わるといっているのです。そういった意味では、この話が、キリスト教がユダヤ世界だけではなく、世界宗教へと発展していく基となっていると言っても良いかもしれません。マタイによる福音書を読むと分かるのですが、この女の人の信仰はイエス様からほめられるのです。マタイによる福音書15章28節では、「イエスはお答えになった。『婦人よ、あなたの信仰は立派だ。あなたの願いどおりになるように。』その時娘の病気は癒された。」と書いてあるのです。このように、イエス様からその信仰をほめられた例は何人かありますが、その一人は百人隊長であり、もう一人はこの女です。二人とも異邦人の人々であり、イエス様の救いは異邦人を排除するものではなかったことを表しています。ですが、それにはまず、イスラエルから始まって異邦人に及ぶという神様の計画があったのです。
承

さて、イエス様は、パリサイ人や律法学者達との論争のあった、ガリラヤのゲネサレトを去って異邦人の地、フェニキアのティルス地方に行きました。その理由は何も書かれていません。伝道目的ではなかったのです。実はこのゲネサレトは、前にも、イエス様が安即日に会堂で癒しを行い、パリサイ人とヘロデ派の人々から殺そうと付けねらわれていた場所なのです。いってみればイエス様達にとって、鬼門の場所なのです。24節にはこう書かれています。
マコ 7:24　イエスはそこを立ち去って、ティルスの地方に行かれた。ある家に入り、だれにも知られたくないと思っておられたが、人々に気づかれてしまった。

　イエス様が、ティルスの地方に行かれたとき、イエス様は誰にも知られたくなかったのです。むしろ皆から隠れようとしていたのです。それは、敵意のあるパリサイ人達を避けたのか、癒しを求めてくる大勢の群集を避けたのかは、分かりません。とにかく誰にも知られたくないと思っていました。ですが、人々に気づかれてしまったのです。ですが、ここでは大勢の群衆が押し寄せてきて、イエス様の癒しを受けたとは書かれていません。ただ一人書かれているのが、このシリア・フェニキアの女の話です。この女の人がどういう人かというと、25節26節に書かれています。
マコ 7:25　汚れた霊に取りつかれた幼い娘を持つ女が、すぐにイエスのことを聞きつけ、来てその足もとにひれ伏した。

マコ 7:26　女はギリシア人でシリア・フェニキアの生まれであったが、娘から悪霊を追い出してくださいと頼んだ。

　　この女の人には幼い娘がいました。その娘は汚れた霊に取り付かれていました。きっと精神病的、器質的な病なのかと思います。この女の人は、イエス様がこのティルス地方に来られていることを聞きつけてやってきました。そして、その足元にひれ伏して必死に願ったのです。どうか娘から悪霊を追い出してください、と頼んだのです。ですが、それに対するイエス様の姿勢は、冷淡に突き放しているように思われます。27節と28節です。
マコ 7:27　イエスは言われた。「まず、子供たちに十分食べさせなければならない。子供たちのパンを取って、小犬にやってはいけない。」

マコ 7:28　ところが、女は答えて言った。「主よ、しかし、食卓の下の小犬も、子供のパン屑はいただきます。」

　　ここで言われている、子供達というのはユダヤ人であり、子犬とは異邦人のことです。ユダヤ人たちは、非常に侮辱的な意味で、異邦人のことを犬と呼びます。マタイによる福音書7章6節に『神聖なものを犬に与えてはならず、また、真珠を豚に投げてはならない。』といわれているように、犬とは神聖なものを理解できない愚かで、聖なるものに預かれないものなのです。ですが、イエス様の言葉には、温かみがありました。イエス様は子犬にパンを与えることをまったく拒否したのではなく、まず、子供達に十分食べさせてから、子犬の順番が来ることを言っているのです。救いはユダヤ人から異邦人へと伝わるという、考え方が表されているのです。この考え方は、パウロの伝道の仕方にも、明確に現れているのです。ユダヤ人たちが十分神の恵みを受けた後、または、ユダヤ人たちがその恵みを拒否した場合、異邦人にもその恵みが与えられるのです。これは、当時ローマで、キリスト教への迫害が強められていた時期には、大きな慰めを与えてことだと思います。
さらに、イエス様は、犬という言葉にも、子犬という愛玩動物の呼び名を与えられました。これは決して侮辱的な言葉ではなく、愛すべきものを示しています。イエス様は、この言葉を言うことによって、このシリア・フェニキアの女の信仰を試したのです。この女の人は、イエス様の言葉は、拒否しているのではなく、暖かさがあることを理解したのです。そして、こういったのです。「主よ、しかし、食卓の下の小犬も、子供のパン屑はいただきます。」　このパンくずは、子供がこぼしたパン屑なのか、手を拭くときに使ったパン屑なのか分かりませんが、たぶん両方なのでしょう。当時の食事は、ナイフやフォークが使われておらず、手で直接食べていました。ですから、食事の最後は汚れた指を、パンで拭いて、犬に食べさせることを良くやられていたようです。

この女の人は、イエス様の言ったことに反論したのではありません。イエス様の言ったことを受け入れたのです。子供たちが十分食べてからという言葉を受け入れて、その上でこう言ったのです。食卓に下の子犬も、子供のパンくずはいただきます。これはその子犬の当然の権利です。　ユダヤ人たちが、要らないといったその恵みを、私にも与えてくださいといったのです。それは私にも権利があります、と言ったのです。
イエス様は、一本取られたのです。そこまで言うとは思わなかったのです。そしてその信仰を喜んだのです。イエス様が癒しを行うためには、そのような一途な信仰を必要としたのです。そしてこう言いました。29節30節です。
マコ 7:29　そこで、イエスは言われた。「それほど言うなら、よろしい。家に帰りなさい。悪霊はあなたの娘からもう出てしまった。」

マコ 7:30　女が家に帰ってみると、その子は床の上に寝ており、悪霊は出てしまっていた。
イエス様は、それほど言うなら、よろしい。と言いました。これはどういう意味でしょうか。それほど頑張って、粘り強く、しつこく言うなら、自分もあきらめた。直してやろう。と言う意味でしょうか。それとも、それほどの信仰を持って言うなら、きっと癒されるだろうと言う意味でいっているのでしょうか。別の言葉で言えば、門をたたけそうすれば開かれる、と言う意味なのか、あなたの信仰があなたを救った、と言う意味なのかです。私は以前は前者で考えていましたが、今は後者で考えています。それは、あなたの信仰があなたを救ったということです。
イエスさまはこの娘を癒すのに、その場に行こうとはしていません。そしてこの女の人も、イエス様を連れて行こうとはしていません。ただイエス様の言葉を信じて、「家に帰りなさい。悪霊はあなたの娘からもう出てしまった。」と言う言葉を信じて帰ったのです。そうすると、その子は床の上に寝ており、悪霊は出てしまっていたのです。たぶんイエスさまは、この女の人に、イエス様のその言葉だけで、癒しを信じる信仰を感じたのだと思います。百人隊長の時もそうでした。百人隊長はイエス様にこう言ったのです。『ただ、一言おっしゃってください。そうすれば、私の僕は癒されます。』イエスさまは、この百人隊長の信仰に驚き、『私はこれほどの信仰を見たことが無い。』と言ってその信仰をほめ、『帰りなさい。あなたが信じたとおりになるように。』と言ったのです。そしてちょうどその時、僕の病気は癒されたのです。この二人の異邦人の信仰はまさに瓜二つなのです。それは、見ないで信じる信仰だったのです。
転
イエスさまはこの出来事の後、また旅に出ました。そのルートが不思議なのです。31節です。
マコ 7:31　それからまた、イエスはティルスの地方を去り、シドンを経てデカポリス地方を通り抜け、ガリラヤ湖へやって来られた。

　　このルートは、特別な理由でもなければありえないルートなのです。しかもこの間8ヶ月もの旅のことについて、何も語られていないのです。不自然でもあり、マタイでは、このルートのことは何も語られず、ただ、そこを去って、ガリラヤ湖のほとりに行かれた、とだけ語られています。この方がずっと自然なのです。ただ戻ってきたと言うことです。ということでこのルートのことはあまり詮索しない方が賢明かもしれません。ただ、なぜ、イエス様がティルスの地方に行かれたのかと言えば、パリサイ人達との論争の後、少しほとぼりの冷めるのを待って、静かにしていたのかもしれません。戻ってきた場所は、マタイの福音書に基づけばツロに出発する前にいたゲネサレトかもしれません。マタイによる福音書では、そこにまた、多くの群集が病人を連れてきて、イエス様に癒しを願ったことが書かれています。マルコ福音書では、耳が聞こえず、舌の回らない人の話だけが語られています。32節から34節です。
マコ 7:32　人々は耳が聞こえず舌の回らない人を連れて来て、その上に手を置いてくださるようにと願った。

マコ 7:33　そこで、イエスはこの人だけを群衆の中から連れ出し、指をその両耳に差し入れ、それから唾をつけてその舌に触れられた。

マコ 7:34　そして、天を仰いで深く息をつき、その人に向かって、「エッファタ」と言われた。これは、「開け」という意味である。

　ここに耳が聞こえず、舌の回らない人が登場します。たぶん異状なのは耳だけで、耳が悪いために何を話しているのか良く分からず、舌が回らなくなった人のことだと思います。人々はその人をイエス様のところに連れてきて、手を置いて癒してくれるように頼んだのです。イエスさまは手を置いて癒すのではなく、指を両耳に差し入れ、それから唾をつけその舌に触れて癒したのです。どうしてこの様な処置の違いが出るのか分かりません。あなたの娘は癒された、と言うだけで癒される人や、服に触れるだけで癒される人もいれば、手を置いて癒される人、指や唾を使って癒される人もいるのです。どちらかと言うと、その信じる程度において、癒しの力は大きく働くような気がします。その信仰のないものにはいろいろ手の込んだことをし、さらに信じないものには何もできなくなると言うことが起こっているような気がします。イエスさまは、この人を群集から連れ出しました。これもなぜ連れ出したのかは良く分かりません、推測するしかありません。そして指と唾を使い、そして神の力を受けるように、天を仰いで深く息をつき、その人に向かって、「エッファタ」と言われた、と書かれています。エッファタというのはアラム語でイエス様が実際に語った言葉です。それは開けと言う意味です。このマルコによる福音書には、たぶんペトロが言ったであろうそのアラム語が時々語られます。5章では、死んだ少女を生き返らせる時に、イエス様が語った、タリタ、クムと言うアラム語を載せています。ペトロは、その様に癒しの時にイエス様の語った言葉をとても印象深くマルコに語ったのだと思います。さてエッファタと言った後はどうなったでしょうか。35節から37節です。
マコ 7:35　すると、たちまち耳が開き、舌のもつれが解け、はっきり話すことができるようになった。

マコ 7:36　イエスは人々に、だれにもこのことを話してはいけない、と口止めをされた。しかし、イエスが口止めをされればされるほど、人々はかえってますます言い広めた。
マコ 7:37　そして、すっかり驚いて言った。「この方のなさったことはすべて、すばらしい。耳の聞こえない人を聞こえるようにし、口の利けない人を話せるようにしてくださる。」

　　この耳の聞こえない人はたちまち耳が開いたのです。そして耳が聞こえることによって、舌のもつれも解けて、はっきり話すことができるようになったのです。イエスさまはこのことを誰にも話さないようにと言ったのですが、人々はかえってますます言い広めたのです。宣教や伝道の基になるのはこのようなすばらしい出来事に遭遇した驚きです。このような神の出来事に遭遇した人たちは、それを伝えなさいと言われなくても、いやむしろ話してはいけないと口止めされたとしても、それを語り伝えて神を賛美せずにはおられないのです。ですから義務感で伝道したり、伝道すれば神様から祝福が与えられるのではないかと思ったりすることは本末転倒もはなはだしいのです。伝道は抑えきれない喜びで行うものです。それは自分がやっているのではなく、神様自らが行っているものなのです。そして、人々は、この方のなさったことはすべて、すばらしいと言いました。この言葉は創世記1章31節の、神はお造りになったすべてのものを御覧になった。見よ、それは極めてよかった、と言った言葉と通じるものがあります。
マタイによる福音書では、ここに相当する箇所では、このように書かれています。マタイ15章31節です。
マタ 15:31　群衆は、口の利けない人が話すようになり、体の不自由な人が治り、足の不自由な人が歩き、目の見えない人が見えるようになったのを見て驚き、イスラエルの神を賛美した。

　皆さんお気づきでしょうか。ここではいろいろな障害を持つ人々が連れてこられて癒されるのですが、不思議なことに、耳の聞こえない人は記載されていないのです。まるで別次元でその癒しがなされたような気さえするのです。それともイエス様がこの人を群集から連れ出した時に一緒にいた弟子は、ペトロと数人の弟子だけで、それを目撃したペトロだけが語ることができたのかもしれません。
結

イエス様の救いの癒しは、ユダヤ人たちだけでなく、異邦人の女とその娘にも与えられました。イエスさまはその信仰が正しくあれば、異邦人もユダヤ人も区別なさらない方であることを示されたのです。このことは異邦人伝道の大きな励みになりました。そして、ユダヤ人の捨てたパンくずは多くの異邦人へと分け与えられたのです。その基となったのは、見ないで信じるその信仰だったのです。聞いて、その言葉を信じる信仰だったのです。
私達は、神の出来事を神の出来事として素直に受け入れる時に、大きな感動をそのうちに引き起こします。それはその人のうちに賛美の力と、伝道の力を呼び起こすのです。私達がそのことを、神様の出来事と認めなければ何も起こりません。神様の出来事を、素直に受け入れることの大切さを思うのであります。
（一分間黙想）（お祈り）

天の父なる神様、ユダヤ人からは穢れたものとされる異邦人の女の人が、イエス様の言葉を聞くだけで信じて癒される信仰を持っていました。イエス様の奇跡は、その信じるものの信仰の上になされました。イエス様の言葉を聴いて、信じて帰るもののうちに奇跡は起こったのです。それは、異邦人に対して、何のわけ隔てなく行われたのです。それはいつしか、世界中にイエス様のみ言葉が伝えられる、出来事へと変わっていきました。その神の出来事が、私達信仰者の周りで起こっています。私達が信仰の目を開いてみれば、それがどんなに生き生きとして行われており、それを目撃したものはそれを伝えずにはおられなくなるのだと思います。
　神様、どうかイエス様のみ言葉を信じて受け入れるものでありますように。そしてその出来事を見て、語らざるを得ないものへと変えてくださいますように。世界にイエスキリストの救いがありますように。一人ひとりの心に平和がありますように。そして全世界に平和がありますように。
この祈りを主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

（（聖書の箇所））
◆シリア・フェニキアの女の信仰

マコ 7:24　イエスはそこを立ち去って、ティルスの地方に行かれた。ある家に入り、だれにも知られたくないと思っておられたが、人々に気づかれてしまった。

マコ 7:25　汚れた霊に取りつかれた幼い娘を持つ女が、すぐにイエスのことを聞きつけ、来てその足もとにひれ伏した。

マコ 7:26　女はギリシア人でシリア・フェニキアの生まれであったが、娘から悪霊を追い出してくださいと頼んだ。

マコ 7:27　イエスは言われた。「まず、子供たちに十分食べさせなければならない。子供たちのパンを取って、小犬にやってはいけない。」

マコ 7:28　ところが、女は答えて言った。「主よ、しかし、食卓の下の小犬も、子供のパン屑はいただきます。」

マコ 7:29　そこで、イエスは言われた。「それほど言うなら、よろしい。家に帰りなさい。悪霊はあなたの娘からもう出てしまった。」

マコ 7:30　女が家に帰ってみると、その子は床の上に寝ており、悪霊は出てしまっていた。

◆耳が聞こえず舌の回らない人をいやす

マコ 7:31　それからまた、イエスはティルスの地方を去り、シドンを経てデカポリス地方を通り抜け、ガリラヤ湖へやって来られた。

マコ 7:32　人々は耳が聞こえず舌の回らない人を連れて来て、その上に手を置いてくださるようにと願った。

マコ 7:33　そこで、イエスはこの人だけを群衆の中から連れ出し、指をその両耳に差し入れ、それから唾をつけてその舌に触れられた。

マコ 7:34　そして、天を仰いで深く息をつき、その人に向かって、「エッファタ」と言われた。これは、「開け」という意味である。

マコ 7:35　すると、たちまち耳が開き、舌のもつれが解け、はっきり話すことができるようになった。

マコ 7:36　イエスは人々に、だれにもこのことを話してはいけない、と口止めをされた。しかし、イエスが口止めをされればされるほど、人々はかえってますます言い広めた。
マコ 7:37　そして、すっかり驚いて言った。「この方のなさったことはすべて、すばらしい。耳の聞こえない人を聞こえるようにし、口の利けない人を話せるようにしてくださる。」
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